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ついて 乙の方 1舌1l乙つ＼，＼τの日くつ i$＼の名果
t_の八、＼ ~ 0 
長率7Jに一般貸11f 毒にき友ヲ ~o
V 玄非特嬰射影イて数勾検体 o陀r~ とし
c E Jil,I (VJ ~ ）に針して
ぬc.CV>＝イDID昨v.!r:. ＜！） 正因子で c..([Dト c}
とおく。 レ＇ zhな "3 cに赤十して心c.(V)1主主でない
の＼？ ！主 むず／；＼しい閉惑である eS¥'.今この
集合が仁三三で 1まい~~支更す否。 We·,J ーと6da.iγ司に
is 
乙主すLlず この集合 l~ あ~ TI?N（［） の中の ィ司
教的；集合 lこなる． 今 0。ζ。Ocぐω茎がとっ麻
¥) 宙定~ ~~ 
)': Dι ／J_(V）←→［D-Do] E-Pc0(V) 
忘る制arl守 rfrloヴhiラm と存＿！） ' ~プα cobi r嗣？と呼
｜ず仇る．？の各 fiberは 史偽一次系主りぶり
、（検案）射易空間と間翌：！こ ti:~ D 主 ぢし
その次えは いeγ ごとに受わりうる。
「ぷ O 乏整畿とし
w~ = i七εpi♂V)I dimヂl代）み「｛
とあくと とすtiさ？、♂CV）め dosedo:impl以
$!Ab.spa.a であ弓事~＼‘末される．
さて んは いMdleF開 Vに対して らiI 'YIM「
州「℃＝℃F: H0(F) x H1（合v）ー→附（F）乏
℃（｛ミ~ ~ > t ~ iR ~ ) = fきんけ
でえゑ亨~ 0 ここに θν lさν上町正奥1¥［也教
の肝.Y-MS の sh~千） ~ 引の f~ lき てきとうなVの
οp句 U>lfe刊札切 に住 3 表現 p 乏九ノとす ~o




〈犬） ℃［凶（ト~o([Dl) ）五）= 0 たかず抗＝ O.
この舟 ？ぐD) I志 w；の isolated戸iY1十である・
これ玄 V がコンハ・クト ~em~州あの舟に遁j弔
可3 と Jえの簡挙な定理公得うれる 0 1三だし
この場合 ←匂c:= ~C- 乙おくと ω） 
＝♂ν （竹次γ川 IC fYDふれノ W{=W［乙プ（V1
Pi c0(V) ＝－プl:V):s~cobi~ 凶 VO.Yietaィにと忘る・
定多重 2 V玄コン／ザクト R、emal'¥V¥色 J D乏
」匂惚 fJ1の正因子で diM ID¥ z 「乞ぢ弓。今
、；欠の条件併）抗‘升たされたとち~. 
伏） H0(D）×H々κ－D）一→ HD(k) のかma~
C§} 勺） トー→ 宇ヲ
23¥" HマK）玄 A「白門亨る．（κ－＝ kしω 即伯jw 
乙のβ毛 やの） I~ w；の IA.t,I似戸；Y¥十てある．
込rna{k. 定理乙の楽科は てAとフの十介
会特玄与えるもので lψ零手件で｜き衆して怠
t＼。雫さい V 玄和~4 め伽tl－~rwiel/ip/,c 苓
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コン／マクト Qeゆ1YI色 ιちる3寺 Vの caれ阿倍l
C川 V包 lさ Eそd:）め中の ;f≪.adγIC. と .Wb;G
SMf似 の CC＞~＇Tleie. 内も~er，~ と 7与るが‘ この
♀伯4γi乙 姉、オド特異の舟！な W~ Ii: ~点、住り歌－
~） え飢の料公dされてい~ £$¥' <:mぼ
であ弓β奇に｜立 W3' 0，‘、 l接、上 1）六るにもふか
わb号、． 芝居むの経科 l寺‘み左され 1iい。
定理3 C茎dεJr"・匂 4の平色代、数曲線で
ゼの特異主、 z$¥' kイロの 112odes の升 β＼5 J,気るち
のと日． ν 芝 C の r予防、一丸r~γmwde／と向。
D 玄 a~~~ of C で Vとの E国手
乙みたものと今 ~o ~の角 二史の手：／併の~＼1、
汎 z$＼か計たさ丸オLlず ？の）は wd2. の i.so 1街叫
poi引t(_" Z手 ~o
(1) d =4 ノ R.=-0. 
(2) d= 5 / 長壬 i.
(3) d~6) k~d-3. 
応~ィk k~d-3 走ら Id:II. 会てのfu
・171 
5 
μ正t6Yl6 仇 β 訪（；る一次系 l立 camr~t*!_ てい 2ある。
ちたわち． <:Lvr¥ID¥=c:i o 
定理 31& 五互理島玄庇閉したもので’ある．
定理 3のさ毛杵の乞ヒで！な むうく wd2 z,;・、
M~イ口の芯 25\s Ii¥るで忘ごラう。 R= O のβ寺l主
孝理4 C乏」竹悦 dの非特異三子垂1イT数
曲線と今る D =bし dみ4 恋ら l言明 Wd2 I~ 
ロ長一点字ぞ防局、Stxる． とくに Cの色巴同
型！I守 1i?2caつの色巴同型！.＿＿ ~＼ S引きたこさすしる．
乙の走媛41芋 勾グT昔,0,5知 S制て l'~ .Jち
であごううか、．ち知ん乙書 ilてある丈鰍玄‘ポム
！寺駅ロち存日。 7与すち 育後司る 'jl$＼＇‘ 定F霊 3 の
莞味 1-j. C乏同 Udεぅr促ノ｜司じ教の明。cleA玄格ウ
CW2,Vι C1 I乙徽ii ＇ 変形した~ Cとどとが＼＂. 1:ヌ
病理問イ直と三〉ヨ b~ Awt<rPう Stλcfiih~t h(C) = C1 
￥きうことである。
さて Ii Yleo,f' re i I の UNIi ~ 11i4J) Iこっ＼＼てId-.
1i72 
も長短 5 v i ~ ~ のユン J¥cクト kie,M2¥酬
をb) ？玄案者女 -z:・ (pー！？壬~－ 1 乏み 7三ち L 多
~ 0 この B寺 もしVι に dejreε ？の ba.aQ'fO i VI十
.fr・モe /i 引€.／），：｛ p制乙iI 21¥.J客足王宮れば そすt ＼~ v J:._
の唯一の竹取？の h判断片1υl であり v 
上！こ l吉竹間話 F'－）の IiY1€oY p€M 乙；I I~ 湾民し
~ ＼＼。
さマ 志賀守ム典兵 l主 勾変数 Eg数総間通科「
集において J矢め間感K堤 ιしτ いる．
間態（也管7 V ) V＇左それぞれ次夫で、免
震されるコン ）¥0ヴト 'k¥eYV'avi~ 蛋とヲ ~o
V: 可制＝（ヱ－o<.1）…（之一向）〉
V': 'jTI = （え－ {31) ... （之一 β剛 ）
乙乙に cXj) ~j ζC ) (m）引＝ 1. （互い l乙案）．
乙の県.v ~ぎ v/ 乙なるための‘ l伊奪十分
会、イキ I~ 1£＇（＜［）の色巴間翌 ib切で法定して




C V) V＇話＼＂ )i_切F似 e¥¥i戸．乙で）伺＝£ の且毛 l亨 ι 
の悶是昼！主 F産仇に af;r向a市Vε で、 2伝弓．是理5左
開＼.＼弓と この必~Fぺe
次の定5霊傍 管！単 iこ必弓．
互理G P茎案数J 刊ゑ2P十／ ; 7r1 := -I (mod P ~
v : ~p = fχ一o(，）・ーー （之－o<.WI)
cl.j E三d：ノ各」；stV¥ιt
vi= ~r =- （＿之－(.31) ---(;t_-~阿）
合εCノ J色 cLsIi，辻
半円。 この路 V；さ V＇とご〉ヨら ξ,Awt-〔JP1(<D)
らllLh th 2¥ t b ~ c( I J -; 0(m J 00 } = { ~I J ーノ ~~）0()}. 
定理？－ P丞案委士 y 何み 2p刊J制三一I{mocl p)/ 
v: ~f' = 〔χ－（）（，）・ーー （＿；（＿－dwi)} 
竹ιlC） 各 d;stYlL-t 
と今~ o fwt 
K= ｛凶〉εAJCV)) ec~J伐J ~） ＝と之~ wf ~） ノ




G = { bξメvJCU:t([>) l bは ぱI) --－ノ cl.,v＼ノ勾
め閉に 置取引きお乙今！
この角 次の -uacf予1J 0＼‘兵員三~~ . 
。－→ κ－ーデ;4比七〔ν）一一一？＞ G一一→ o
K'.e YYJO.ィム rn.=3} rm＝？ においで 上め間
懇のやコめまヤみの反桝か、准矧言。
すf;ォっち 元~ t;ぐ di止Y'ILt 走 。<i)・-)cl.ワノ 0() -&. 
一般のイ立墨にヒフて 0(,) --) o(ヮ∞ の聞に
董堤玄引きおこす TI?＇臼こ）の白 E.1司型！鋭、 1し
か存いヒする。 次｜二 { ~＇） ーノ向 ） 00 f と
bζバv0tC1Et1J) 乏． bCo<1)=00ノ b ( o之）＝戸ち－--) 
b(c<7 > =rワJ b(oo) = r31 ヒ念 3 ようにと三乙
次試で走者去されたコンノマクト Riem21Y1＂＇査1Vと
V' ＼乙 1-j. 1司型で7まい：
V: ~3 = (z－α.） ---（之一α7≫ 
V': 't¥3 = lx-(3c) －ー－ ｛之－/3'1 ). 
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